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●創業ステージに合わせた入居

スペースが利用できます

●一般社団法人ＪＢＩＡ（日本ビジ

ネス・インキュベーション協会）

認定インキュベーションマネー

ジャーによる経営等の相談を受け

ることができます

●ワンストップで専門家相談や市民

活動の相談ができます

●創業支援スタッフによる来客取次、

郵便物の受取ができます

創業支援ルームのコンセプト

≪ふれあいキューブ創業支援ルーム≫

電話：050-3353-5334

(平日9：00～17：30）

ホームページ：

http://www.kasukabehall.jp/

sogyoshien01.html

メール：incu@kasukabehall.jp

５
新入居者のご紹介 A-3 A（エース）

代表 横山 建次郎さん

お知らせ

本誌では、創業支援ルームの入居者のご紹介をしております。

今回は3月に入居した、A（エース）横山建次郎さんです。

名称の由来

入居のきっかけ

事業内容

C-7に入居している矢野さん

（きずなメモリアルサービス）が

ホームページを開設しました。

矢野さんは、「残されたご家族の安心

を第一に」をモットーに葬儀費用を

抑えたいご遺族に答えるべく格安レベ

ルの価格設定で葬儀を執りおこなって

おります。今後のご活躍に期待です。

https://www.km-sougi.com//
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ご依頼いただけるお客様にとって最高の存在

『エース』になるという意味と、トランプで

『 A 』は、１の意味からナンバーワンの存在に

なりたいと思い命名しました。

フルリモートでの業務を今後は考えていますが、

従業員の業務習熟やスキルの向上をさせる為には

対面で教育する必要があり、自宅での対応は難しい

と思い事務所を探していたところ、知り合いから

当施設のことを知りました。

しかし、このシステムの登録には、

①パソコンで入力を行わなければならない。

②申請書類が煩雑な上に審査が厳しい。

上記の理由から、高齢者の多い建設業は、対応できない職人が多い為、そのサポート

をしようと入力代行の事業を立ち上げました。

日本のインフラを支えている建設職人を支えることで、より安全で安心な社会の実現

に貢献していきたいと考えています。

新しい建物で、公共施設の一部ということから常に清潔な環境、春日部駅からのアク

セスが非常に良いこと。また、創業について相談できるインキュベーションマネー

ジャーがいる環境に魅力を感じ、すぐに入居申し込みをさせていただきました。

現在、建設業界では、職人の高齢化

と若者の担い手不足が大きな問題と

なっており、それを解決するために官

民が連携して推奨する『建設キャリア

アップシステム』の運用が開始されま

した。



東部地域振興ふれあい拠点施設 創業支援ルーム

編集 宮本 直樹

池脇 裕介

市川 潤

取材・編集補助 八武崎 比呂美

デザイン・構成 小野寺 浩

≪入居対象≫

埼玉県地域経済の活性化に資すると認め

られ、次のいずれかに該当する方（個人・

法人は問いません）

・これから創業しようとする方、または創

業後５年未満の方

・新たな事業分野へ進出しようとする中小

企業者

詳しいことは、お問い合わせください。

A 個室型

この十数年で働き方に対する考え方は大き

く変わりました。その中でどういう集団を

つくっていくのかは創業者にとっても本当

に大きな経営課題です。あなたならどんな

組織を作りますか？（市川）

インキュベート室の入居申請を随時受け

付けいたします。空き室の状況や募集要項

はホームページにありますので、詳細はそ

ちらをご確認ください。

入居を希望される方は、お気軽に事務室

までご相談ください。

Bブース型

Cブース型

入居者を随時募集しています

編集後記

第81回情報交換会開催title 2
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創業支援ルームでは、主にこれから創業を考え

ている方を対象に、創業の相談を無料で受け付け

ています。アイデアはあるが考えがまとまらない、

何から始めたらよいか分からない、事業計画書の

書き方など、創業に関する悩みを気軽に相談する

ことが可能です。電話、メールで事前にご予約の

上、ご来場ください。

●予約可能日 ：平日（11:00～17:00）年末年始を除く

●事前予約制 ：専任のインキュベーションマネージャーが対応します

●ご予約・問い合わせ：東部地域振興ふれあい拠点施設 創業支援ルーム

（電話）050-3353-5334（メール）incu@kasukabehall.jp

創業のご相談は創業支援ルームへ

第81回情報交換会が4月11日（火）15時00分より開催されました。

今回は『小規模事業者持続化補助金申請書の書き方や審査のポイント等の解説』

というテーマで、当創業支援ルームインキュベーションマネージャーの池脇裕介さ

んにご登壇いただきました。

この補助金は小規模事業者から非常に人気があり、今までに活用されている卒業

生も多くいます。そこで、当施設の入居者の方にも有効に活用していただけるよう

に、今回の情報交換会のテーマとしました。

最新の公募要領をもとに、補助金制度の概要・審査のポイントなどについて詳し

く説明していただきました。また、事例をもとに、採択される事業計画書の書き方

についてもレクチャーしていただきました。講義のあとに活発な質疑応答・意見交

換もあり、非常に熱の入った情報交換会となりました。

以前、インキュベーションマネージャーの支援を受けて、この補助金を活用され

た入居者もいましたので、今回の情報交換会がそのきっかけになればと思います。

講師：インキュベーションマネージャー 池脇裕介さん

今回の情報交換会のテーマは

『小規模事業者持続化補助金申請書の書き方や審査のポイント等の解説』
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